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自
民
の
脱
炭
素
化
本
部
初
会
合

原
発
新
増
設
「
議
論
深
め
る
必
要
」

　
菅
義
偉
首
相
が
表
明
し
た
温
一
会
の
池
辺
和
弘
会
長
ら
も
出

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
」
席
。
池
辺
氏
は
目
標
達
成
に
向

５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
目
標
を
後
押
し
す
る
た
め
、

自
民
党
は
‥
‥
‥
］
日
、
「
２
０
５
０

一
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

　
現
推
進
本
部
」
　
（
本
部
長
＝
二

階
俊
博
幹
事
長
）
を
立
ち
上
一

げ
、
初
会
合
を
開
い
た
。

会
合
で
は
、
二
階
氏
が
「
従

来
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
太
一

胆
な
支
援
策
や
制
度
改
革
、
さ

ら
に
は
国
民
と
企
業
の
意
識
改

革
に
も
協
力
を
求
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
年

末
ま
で
に
政
府
へ
の
提
言
を
ま

と
め
る
考
え
を
示
し
た
。

一
方
、
こ
の
日
は
大
手
電
言

1
0
社
で
つ
く
る
電
気
事
業
連
合

け
て
、
「
（
原
発
の
）
新
増
設

一
や
リ
プ
レ
ー
ス
（
建
て
替
え
）

が
不
可
欠
だ
」
と
主
張
。
会
合

の
終
了
後
、
同
本
部
の
福
井
照

事
務
総
長
は
記
者
団
に
（
本
原

発
の
）
新
増
設
に
つ
い
て
今
後

議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
会
場
の
雰
囲
気
だ

っ
た
」
と
説
明
し
た
。
　
　
　
一

　
首
相
が
掲
げ
た
目
標
を
め
ぐ
」

っ
て
は
、
自
民
内
か
ら
原
発
の

活
用
を
求
め
る
声
が
相
次
ぐ
。

世
耕
弘
成
元
経
済
産
業
相
は
1
0

月
2
7
目
の
会
見
で
「
原
発
の
新

設
と
い
っ
た
こ
と
も
検
討
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
指

摘
。
下
村
博
文
政
調
会
長
も
１
１
一

日
の
会
見
で
「
（
実
現
に
は
）

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
を
前

提
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

（
野
平
悠
一
）
　
一

原
発
新
増
設
「
1
0
年
進
め
ず
」

梶
山
経
産
相
、
再
稼
働
は
後
押
し

　
梶
山
弘
志
経
済
産
業
相
が
朝
日
新
聞
の
単
独
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
応
じ
、
今
後
1
0
年
程
度
は
原
発
の
新
増
設
や
建
て

替
え
は
進
め
ら
れ
な
い
と
の
考
え
を
示
し
た
。
経
産
省
が

進
め
て
い
る
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
改
定
で
は
、

原
発
の
新
増
設
や
建
て
替
え
に
ど
う
言
及
す
る
か
が
焦
点

の
一
つ
だ
が
、
記
述
を
見
送
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
基
本
計
画
は
２
０
１
１
年
の

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

後
に
２
回
改
定
さ
れ
た
が
、
政

府
は
世
論
を
意
識
し
、
原
発
の

新
増
設
や
建
て
替
え
の
記
述
を

見
送
り
続
け
て
き
た
。
梶
山
氏

は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
福
島
で

の
事
故
以
降
の
原
発
を
め
ぐ
る

・
状
況
に
つ
い
て
、
「
信
頼
回
復

・
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
」

　
と
指
摘
。
そ
の
う
え
で
、
「
こ

れ
が
で
き
な
い
で
、
新
規
（
建

、
設
）
や
リ
プ
レ
ー
ー
ス
（
建
て
善

・
え
）
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

鵬
Ξ
一
一
」
竺
■
一
一
＝
－
ｌ
ｉ
！
’
ｌ
！

だ
。
次
の
こ
と
が
言
え
る
段
階

に
な
い
」
と
述
べ
た
。
新
増
設

や
建
て
替
え
よ
り
信
頼
回
復
を

優
先
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
、

　
「
ま
ず
1
0
年
と
い
う
の
が
私
の

思
い
だ
」
と
語
っ
た
。

　
】
方
で
、
原
発
自
体
は
「
ま

だ
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
」
と

し
、
既
存
の
原
発
に
つ
い
て
は

　
「
最
大
限
使
っ
て
い
く
」
と
明

一
言
。
い
ま
あ
る
3
6
基
（
建
設
中

の
３
基
も
含
む
）
の
再
稼
働
を

後
押
し
し
て
い
く
考
え
を
改
め

て
示
し
た
。
「
こ
の
1
0
年
間
で

インタビューに答える
梶山弘志経済産業相

ど
れ
だ
け
動
か
せ
る
か
が
次

　
（
新
増
設
や
建
て
善
え
）
に
つ

な
が
る
。
5
0
年
の
力
‐
－
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
（
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
）
に
も
つ

な
が
る
」
と
も
述
べ
た
。
再
稼

働
が
進
め
ば
、
信
頼
が
回
復
し

た
と
み
て
、
新
増
設
な
ど
を
検

討
す
る
こ
と
も
あ
り
そ
う
だ
。

ど
、
ほ
か
の
技
術
に
派
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
必
要
性
を

訴
え
た
。

　
菅
義
偉
首
相
は
1
0
月
、
5
0
年

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
実
質

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
方
針
を
掲
げ

た
。
こ
れ
を
受
け
、
今
後
は
3
0

年
度
に
総
電
力
量
に
占
め
る
原

発
比
率
を
2
0
～
2
2
％
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
を
2
2
～
2
4

％
な
ど
と
す
る
政
府
目
標
の
見

直
し
も
焦
点
に
な
る
。
梶
山
氏

は
「
審
議
会
に
私
も
入
っ
た
上

で
議
論
し
て
い
く
。
見
直
す
こ

と
も
あ
る
し
、
見
直
さ
な
い
場

合
も
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
は
白

一
紙
」
と
述
べ
た
・

前
向
き
だ
。
梶
山
氏
は
、
原
子

力
の
安
全
技
術
維
持
や
人
材
育

成
に
加
え
、
「
素
材
開
発
な
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小
型
原
子
炉
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
登
し
れ
な
い
が
、
最
初
か
ら
と
り

ど
新
型
原
発
の
研
究
開
発
に
庖
入
れ
る
と
大
変
な
コ
ス
ト
に
な

　
炭
素
税
や
国
内
排
出
量
取
引

制
度
な
ど
、
二
酸
化
炭
素
排
出

に
価
格
を
つ
け
て
企
業
な
ど
に

削
減
を
促
す
制
度
を
導
入
す
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
「
い
ず
・

れ
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
駝

し
れ
な
い
が
、
吸
防
か
ら
と
り

Ｉ

る
」
と
し
て
、
早
期
の
導
入
・

強
化
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
示
し

た
。
（
伊
藤
弘
毅
、
桜
井
林
太
郎
）
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